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　千葉県教育委員会は、令和６年５月２２日教育委員会会議を開催し、以下のとおり、 
公立中学校の教諭２名、県立特別支援学校の教諭１名に対し、懲戒処分を決定しまし
た。

Ⅰ　概要 
１（１）被 処 分 者　教諭　髙瀬　慧（３２歳） 

（２）所 　 　 属　浦安市立入船中学校 
（３）処 分 内 容　免職 
（４）事故の概要　当該教諭は、令和６年３月２８日（木）午後７時２５分頃から同月

２９日（金）午前０時頃までの間、船橋市内の居酒屋で、飲酒したに
 もかかわらず、自家用車を運転し、同日午前０時３０分頃、県道

２８８号夏見小室線路上で、ガードレールに衝突する事故を起こした。 
　その後、現場に到着した船橋警察署員による呼気検査で、基準値を

 超えるアルコールが検出された。
　このことは、同日、教諭が事故の内容について、校長に報告したこ 

 とから発覚した。
　（５）根 拠 条 項  地方公務員法第２９条第１項 

２（１）被 処 分 者　男性教諭（４３歳） 
（２）所 　 　 属　県北西部の公立中学校 
（３）処 分 内 容　減給１０分の１　１か月 
（４）事故の概要　当該教諭は、令和３年７月頃から同５年２月頃までの間、管理職 

から、生徒への不適切な指導について、複数回、指導されていたにも 
かかわらず、同５年５月頃から同年６月頃までの間、複数回の場面で、 
校内において、部活動の指導中、同部に所属する男子生徒複数名に 
対し、侮蔑的な言動をした。 
　このことは、同年６月２０日（火）、学校を所管する教育委員会が、 
校長及び教諭から前記の行為について事情を確認したことから発覚し 
た。 

　（５）根 拠 条 項  地方公務員法第２９条第１項 

３（１）被 処 分 者　女性教諭（３７歳） 
（２）所 　 　 属　県立東金特別支援学校 
（３）処 分 内 容　戒告 
（４）事故の概要　当該教諭は、令和５年６月２２日（木）午後７時５０分頃、自家用

車を運転して、大網白里市内の交差点を右折した際、横断歩道上を歩
 行中の男性と衝突し、死亡させた。

　このことは、同日、教諭が事故の内容について、校長に報告したこ 
 とから発覚した。

　（５）根 拠 条 項  地方公務員法第２９条第１項 
 
 



Ⅱ　今後の対応方針 
１　県教育委員会は、「職員の綱紀の粛正について（通知）」を発出し、各所属において、
　今回の事故の概要について速やかに全職員に説明をするとともに、不祥事根絶につ 
   いて以下の内容を含めた指導を徹底することを求める。
 
（１）校長は、令和６年３月２２日付け教職第１１７３号「不祥事防止に係る全体計画及

び年間計画の作成について（通知）」に基づき、不祥事防止に係る全体計画及び年間
計画を作成し、全ての教職員で共有した上で、不祥事根絶に向けて組織的に取り組む

 こと。
 
（２）校長は、県教育委員会が実施する飲酒運転根絶に向けた研修等を活用するなどし、

飲酒に係る事故について、実効性のある取組を行うこと。 
 
（３）校長は、不適切な指導等の防止のため、全職員で「大人同士でも言える言葉なのか、
　　できる行為なのか。」という視点を共有し、職員一人一人が児童生徒の人格を尊重し
　　た言動及び対応を行い、安全を守るための行動がとれるよう、各学校の実態に応じた
　　対策を講じること。 
 
（４）所属長は、勤務時間の内外にかかわらず、県民の信頼を損なうことのないよう、

厳正な服務規律の保持について、公務員として「見られている」という意識を喚起
 するなどして、指導を強化すること。

 
２　県教育委員会は、県立学校長会議及び教育事務所管理課長会議等を通じて、飲酒に係

る事故及び不適切な指導を含む不祥事根絶について指導するとともに、県立学校及び教
 育事務所の代表者に対し、飲酒運転根絶に係る研修を実施する。


